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本研究では、表層土壌中における高濃度放射性 Cs含有微粒子(CsMP)の定量法(QCP法)を福島県の屋内ダ

ストに適用した。その結果、土壌中における全 Cs放射能に対する CsMPの放射能寄与率は 20-40 %程度、

1 m2あたり 20-90個程度の CsMPが含まれていると算出された。 [1] 
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1. 緒言 

近年、福島第一原発由来の高濃度放射性 Cs含有微粒子(CsMP)が屋外の大気中、土壌中から発見されてい

る。一方、CsMPの屋内における存在、移行形態等は未だ明らかになっていない。本研究では、表層土壌中

における全 Cs 放射能に対する CsMP の放射能寄与率定量法(QCP 法)を福島県の屋内のダストに適用し、

CsMPの存在、移行挙動を明らかにすることを目的とした。 

2. 実験 

 回収した屋内ダストをそれぞれ 114、48、27μm のメッシュにかけ、27μm 以下の画分のオートラジオ

グラフィー測定を行った。これらのデータをもとに福島県大熊町及び南相馬市の屋内ダストにおける CsMP

の放射能寄与率と個数を算出した。 

3. 結果・考察 

オートラジオグラフィーによる画像解析に基づく QCP法を屋内ダストに適用した。27μmの画分におい

て、0.06 Bq以上の放射能を持つ粒子を CsMPと同定し、その値を閾値として設定した。QCP法によって、

福島県内の各表層土壌中における CsMPの放射能寄与率は 20-40%程度、1 m2あたり 20-90個程度の CsMP

が含まれていると算出された。これらの値は地点によって異なり、CsMPの侵入経路を推定することができ

ると考えられる。 
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